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第58回神奈川文化賞未来賞　受賞者インタビュー
作曲家　武智由香氏

P06  取材・文：結城 美穂子　写真：青柳 聡

2007年 5月に初演された「音楽堂で聴く
聲明～西行マンダラ『深き山に澄みける月
を…』」が好評で、再演も大成功に終わりま
したね。
　ありがとうございます。2006年に神奈
川芸術文化財団芸術総監督の一柳慧先生
のご推薦で県立音楽堂
よりお声掛けをいただ
き、かけがえのない機
会を与えて頂きまし
た。古典聲明の最重要
儀式のひとつである
「曼

ま ん だ ら
荼羅供

く
」の次第に従

い、西行の歌七首を用
い聲明と雅楽管弦を作
曲。それを古典に挟み
込み再構成した、西行
の人生を象徴する新作
聲明作品です。聲明の
作曲は私にとって初め
ての試みのため、ずい
ぶんと勉強しました。
今回は 3回目の再演と
なりましたが、演奏家
の皆さんも作品を深く
解釈され、完成度が高
く心に残る演奏となり
ました。今後も、雅楽や聲明の作品を創っ
ていきたいです。

演奏家との出会いも大きかったですか？
　はい。日本の聲明雅楽を代表する最上の
メンバーとご一緒しました。作曲中は孤独
で自分との戦いですが、演奏家とのコミュ
ニケーションはとても楽しく幸せな時間

です。私の作品が生み出されるのは、私だ
けの力ではありません。優れた演奏と解釈
によって、初めて作品が完全なものになり
ます。演奏家が私の作品に共感した時の良
い状態は、お客様にも伝わるのですね。そ
うした音楽と人との出会いが新しい機会へと

つながっていきました。
　2月 18日 に 横 浜 み
なとみらいホールにて
「Loin,bien loin」とい
う私のオーケストラ作
品が、飯森範親さん指
揮・神奈川フィルハー
モニー管弦楽団と山形
交響楽団の混成メン
バーによるオーケスト
ラで再演されます。こ
の曲は 2001年に横浜
市芸術文化振興財団か
らの委嘱で、大野和士
さん指揮で初演された
ものですが、この作品
をきっかけに今回の新
作聲明の委嘱や、国内
外からの委嘱を頂くよ
うになりました。音楽
を通した出会いはとて

も大切です。私は作曲という楽譜に書く行
為だけでなく、自分の作品を通して生まれ
る様々な人とのインタラクティブな関係
をとても大事にしています。

どのような作曲家の響きがお好きなんですか。
　10代の頃にはドビュッシー、ラヴェル、
メシアンといったフランスの響きに影響を

受けました。その後リゲティ、べリオやノー
ノなどの現代の響きに魅了されました。歌
が好きなので、オペラも大好き。マーラー
やワグナー、リヒャルト・シュトラウスのよ
うなオーケストラにも感動します。ひとつ
の音楽の趣向に固執しません。歴史が残し
た偉大な作品からの発見は多様ですから。
私は物心がついたころからピアノで自分を
表現していました。楽譜通りよりも自分な
りに解釈するのが好きで、転調してみたり、
後ろから弾いてみたり勝手に変えて楽しん
でいました。即興タイプでしたね。

そんな生まれながらの音楽家である武智さ
んが、神奈川文化賞未来賞を受賞されてど
のようなご感想を抱かれましたか？
　今回の受賞は、神奈川県民として名誉ある
ことと感謝しております。これからも皆さま
のご期待に添えられるよう新しい挑戦を続
け、よい作品を創り続けていきたいです。私
は、他の芸術分野とのコラボレーションにも
大変興味を持っていますので、今後、オペラや
バレエ、コンテンポラリーダンスと映像での
総合的な作品を創りたい。また、現在私が住
むロンドンと日本との懸け橋を作っていけた
らと大きな望みを持っています。神奈川の音
楽シーンへ新しい風を吹き込めるような貢献
ができたらと望んでいます。

プロフィール
武智由香（作曲家）　Yuka Takechi
現在、ロンドンと日本を拠点に活動する気
鋭の作曲家。東京藝術大学首席卒業、大学
院修了。文化庁派遣研修員として英国王
立音楽院の博士課程、ジュリアード音楽院
でも学ぶ。2005年フランス国立音楽音響
研究所 IRCAM の研究員。作品はタング
ルウッド音楽祭を始め国内外で演奏され
ている。2009年横浜開港 150周年の神
奈川フィル委嘱作が金聖響氏指揮で初演。
日本の伝統への造詣を深めつつ、音楽の新
たな可能性を開く作曲家として一層の活
躍が期待されている。

鎌倉市出身でロンドン在住の作曲家、武智由香さんが、第58回神奈川文化賞未来賞を受賞
しました。贈呈式が行われた 2009年11月3日は、武智さんの創作聲

しょう

明
みょう

を組み込み構成し
た「音楽堂で聴く聲明～西行マンダラ『深き山に澄みける月を…』」が、神奈川県立音楽堂
にて再演された日でもありました。再演を終えた後、お話を伺いました。
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神奈川文化賞
文　　学　　加古里子（絵本作家）
文　　学　　鷹羽狩行（俳人）
芸　　術　　湯原和夫（彫刻家）
文化活動　　福原義春（（社）企業メセナ協議会会長）
神奈川文化賞未来賞
芸　　術　　武智由香（作曲家）
芸　　能　　柳家三三（落語家）

神奈川スポーツ賞
陸上競技　　尾崎好美
水　　泳　　金子　栞
水　　泳　　東　隼平
水　　泳　　湘南工科大学附属高等学校水泳部男子 400ｍリレーチーム
サッカー　　国民体育大会サッカー競技少年男子神奈川県チーム
柔　　道　　東海大学付属相模高等学校柔道部男子団体チーム

（敬称略）

　「神奈川文化賞・スポーツ賞」は、昭和27年から神奈川県と神奈川新聞社が共同主催で実施してい
るもので、毎年、神奈川の文化の向上発展に尽力し、その功績顕著な個人又は団体に対して「神奈川文
化賞」を、またスポーツにおいて功績顕著な個人又は団体に対して「神奈川スポーツ賞」を贈呈してい
ます。
　また、平成13年度（第50回）から、今後の活躍が大いに期待される若い世代を対象とした奨励的な
賞として「神奈川文化賞未来賞」を贈呈しています。

写真提供：神奈川新聞社


